
朝
鮮
に
沿
け
る
一
九
一
四
年
の
行
政
区
画
改
正
に
つ
い
て

l

l
郡
区
画
の
検
討
を
中
心
に
1

1

山

正

浩

田

朝鮮における1914年の行政区画改正について

[ま

め

じ

朝
鮮
に
お
け
る
地
方
区
画
を
歴
史
的
に
み
る
と
、
上
位
の
も
の
か
ら
道
、
郡
、
面
、
皇
、
洞
が
あ
げ
ら
れ
る
。
高
麗
、
李
朝
を
通
じ
て

制
度
上
の
変
化
、
名
称
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
区
画
の
大
枠
は
変
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
日
本
統
治
時
代
に
至
る
。
李
朝
末
、

日
本
の

影
響
が
強
ま
る
中
で
地
方
制
度
、
地
方
区
画
の
改
正
が
試
み
ら
れ
る
が

T
〉、

本
統
治
時
代
の
初
期
、

そ
の
多
く
は
実
効
を
み
る
こ
と
が
な
く
、

一
九
一
四
(
大
正
一
二
)
年
に
行
な
わ
れ
た
地
方
区
画
の
改
正
は
数
百
年
の
歴
史
の
中
で
特
に
大
き
な
変
化
で
あ
っ

し
た
が
っ
て
日

た
と
い
え
る
。
日
本
の
支
配
が
始
ま
る
こ
ろ
、
朝
鮮
の
地
方
区
画
に
つ
い
て
、
区
域
が
複
雑
で
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
、
境
界
が
不
明
確
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、
区
画
改
正
は
必
須
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
区
画
改
正
は
単
に
行
政
機
構
の
整
備
と
い

う
意
味
で
考
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
期
に
併
行
し
て
進
め
ら
れ
た
土
地
調
査
事
業
、
測
量
と
地
形
図
の
作
成
と
並
ん
で
、

「
土
地
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把
握
」
と
い
う
朝
鮮
支
配
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
部
分
に
も
か
か
わ
り
あ
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
官
三
こ
の
区
画
改
正
に
つ
い
て
、

施
政
三
十
年
史
は
統
治
開
始
時
の
方
針
を
、
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:
:
又
府
郡
面
の
存
廃
並
び
に
其
の
区
域
の
変
革
は
、
民
心
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
大
な
る
を
以
て
此
の
二
つ
は
当
分
其
の
僅
と
し
、

漸
進
主
義
を
取
っ
て
徐
ろ
に
改
善
を
施
す
こ
と
と
し
た
〈
立
。

と
述
べ
、
統
治
開
始
時
の
混
乱
と
抵
抗
を
考
慮
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
P

当
分
d

と
は
ど
の
程
度
の
期
聞
を
考
え
た
も

の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
実
際
に
新
行
政
区
画
が
成
立
す
る
の
は
併
合
か
ら
四
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
必
要
性
の
故
に
一
挙

に
強
行
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
成
立
し
た
地
方
区
画
は
、
部
分
的
な
変
更
が
み
ら
れ
た
も
の
の
日
本
統
治
期
を
通
じ
て
存
続
し
た
。

ま
た
、
独
立
後
の
韓
国
に
お
い
て
も
合
併
や
境
界
線
の
変
更
等
の
変
化
は
あ
る
が
、
そ
の
大
枠
に
お
い
て
は
こ
の
時
成
立
し
た
区
画
が
利

用
さ
れ
て
い
る
(
4
Y

我
々
が
朝
鮮
の
地
方
区
画
の
中
で
と
く
に
郡
に
関
心
を
も
つ
の
は
、
こ
れ
が
歴
史
上
、
地
方
区
画
の
中
で
と
り
わ
け
重
要
、

か
つ
基
本

的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

李
朝
時
代
の
郡
(

5

)

に
つ
い
て
の
研
究
か
ら
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き

ト
4
A
J
〈

6
)
O

① 

李
朝
の
地
方
官
制
で
は
郡
が
地
方
行
政
の
末
端
で
あ
り
、
在
地
勢
力
(
在
地
両
班
層
)

と
の
接
点
と
い
う
意
味
を
持
つ
で
い
た
。
即

ち
、
郡
は
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
行
政
官
と
し
て
の
守
令
ハ
7
u
と
、
地
元
出
身
者
か
ら
な
る
補
佐
機
関
(
郷
庁
)

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

@ 

実
際
の
郡
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
こ
の
補
佐
機
関
の
役
割
が
大
き
く
、
中
央
の
統
制
が
弱
ま
る
と
実
質
的
に
郡
運
営
を
左
右
す
る
傾

向
も
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
在
地
勢
力
に
と
っ
て
郡
が
も
っ
と
も
直
接
的
な
活
動
の
舞
台
で
あ
っ
た
。

@ 

両
班
層
は
同
時
に
儒
教
文
化
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
が
、
儒
教
上
の
祭
把
組
織
、
教
学
組
織
な
ど
も
郡
を
単
位
に
展
開
さ
れ
、
郡
が

文
化
的
な
面
で
も
重
要
な
地
方
単
位
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
さ
し
あ
た
っ
て
一
九
一
四
年
の
区
画
改
正
の
内
容
を
中
心
に
検
討
す
る
に
と
ど
め
る
。
こ
こ
述
べ
た
郡
の
地
方
単
位
と
し
て
の



意
味
、
そ
の
近
代
以
降
の
変
容
に
つ
い
て
は
最
後
に
簡
単
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
、
詳
細
は
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
c

I 

一
九
一
回
(
大
正
三
)
年
の
地
方
区
画
改
正

総
督
府
に
よ
る
地
方
区
画
の
改
正
は
、
道
、
府
、
郡
に
つ
い
て
は
一
九
一
三
(
大
正
二
)
年
一
一
一
月
、
総
督
府
令
に
よ
っ
て
公
布
さ

れ
、
翌
一
九
一
四
年
三
月
一
日
を
も
っ
て
施
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
面
に
つ
い
て
は
各
道
の
道
令
に
よ
っ
て
公
布
、
施
行
さ
れ
て
い
る
。
面

朝鮮における1914年の行政区画改正について

に
つ
い
て
は
道
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
府
・
郡
の
施
行
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
一
九
一
四
年
四
月
ま
で
に
朝
鮮
全
土
で
実

施
さ
れ
た
。

一
三
年
中
約
一
ヶ
年
が
こ
の
区
画
改
正
の
た
め
の
準
備
期
間
に
あ
て
ら
れ
、
府
令
・
道
令
の
違
い
は
あ
る
が
い
ず
れ
も
各
道

正
が
行
な
わ
れ
た
。
修
正
は
末
端
の
里
・
洞
の
区
画
改
正
(
名
称
改
正
を
含
む
)

(
大
正
一

O
)
年
こ
ろ
ま
で
部
分
的
な
修

に
関
す
る
小
範
囲
の
も
の
が
多
く
、
お
り
か
ら
進
行
中

庁
が
改
正
作
業
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
旦
施
行
さ
れ
た
の
ち
、

一
九
二
一

の
土
地
調
査
事
業
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
新
区
画
が
最
終
的
に
確
立
し
て
ゆ
く
一
九
一

0
年
代
後
半
は
、
同
時
に
府
制
、
島
制
、

面
制
が
順
次
実
施
に
移
さ
れ
、

日
本
統
治
初
期
の
地
方
制
度
が
確
立
し
て
ゆ
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
区
画
改
正
の
際
の
基
準
と
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

① 

郡
の
面
積
は
お
よ
そ
四
十
方
里
、
面
は
約
四
方
里
。

② 

郡
の
人
口
規
模
は
一
郡
一

O
万
人
、
北
部
は
そ
の
半
数
。
面
は
一
万
人
を
基
準
と
す
る
。

@ 

新
郡
庁
、
面
事
務
所
は
で
き
る
だ
け
旧
来
の
も
の
を
使
用
す
る
。

159 

@ 

境
界
線
の
設
定
に
あ
た
っ
て
、
整
備
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
川
w飛
地
お
よ
び
甚
し
い
斗
入
地
。
同
境
界
不
明
の
も
の
、

ま
た
は
錯
綜

し
て
い
る
も
の
。
付
河
川
流
路
の
変
更
に
よ
っ
て
飛
地
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
も
の
。
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⑤ 

境
界
線
設
定
の
基
準
線
と
し
て
は
、
的
道
路
・
溝
渠
・
河
川
の
場
合
は
そ
の
中
央
。
同
山
嶺
は
分
水
線
。
付
海
岸
は
満
潮
時
の
水
陸

分
界
線
。

等
々
が
あ
げ
ら
れ
る
ハ
8
3
こ
の
う
ち
、
面
積
基
準
を
説
明
し
た
部
分
に
、
「
:
:
:
最
も
初
め
は
郡
は
二
十
方
里
、

面
は
二
方
里
の
方
針
で

調
査
し
た
が
、
種
々
の
支
障
が
あ
り
:
:
:
」
と
あ
っ
て
、
作
業
途
中
で
計
画
規
模
を
二
倍
に
変
更
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
変
更
さ
れ
た
理

由
に
つ
い
て
は
、
P

種
々
の
支
障
が
あ
り
d

と
だ
け
述
べ
ら
れ
て
、
具
体
的
に
は
何
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
す
v
o

」
の
当
初
の
基
準
は
旧

郡
・
面
、
と
り
わ
け
南
部
諸
道
に
お
け
る
旧
郡
・
面
面
積
の
平
均
値
に
近
く
、
こ
れ
を
考
慮
し
た
上
で
の
基
準
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
基
準
で
作
業
を
進
め
て
い
た
と
す
る
と
「
合
併
」
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
く
、
当
初
の
予
定
が
区
画
の
統
合
・
拡
大
よ
り
も

区
画
の
明
確
化
(
境
界
の
簡
明
化
)

に
よ
り
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
北
部
諸
道
で
は
、
旧
郡
・
面
を

分
割
す
る
作
業
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
計
画
規
模
が
二
倍
に
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
区
画
改
正
が
進
み
、

一
三
道
、

一
二
府
、
二
ニ

O
郡
白
〉
、

二
五
一
七
面
の
新
し
い
区
画
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

道
・
府
の
数
は
そ
れ
ま
で
と
変
ら
ず
郡
は
九
七
を

減
じ
、
面
は
一
八
三
四
を
減
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

府
は
そ
れ
ま
で
の
一
二
府
が
そ
の
ま
ま
変
更
な
く
新
制
度
の
も
と
で
の
府
に
移
行
し
た
。
中
で
平
安
北
道
新
義
州
府
の
場
合
、
も
と
の

義
州
府
域
の
う
ち
新
義
州
市
街
地
が
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
の
中
心
地
で
あ
っ
た
義
州
は
、
別
れ
て
義
州
都
と
な
っ
た
か
ら
、
こ

こ
の
み
は
実
質
的
に
新
し
い
府
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
他
の
府
も
区
域
は
市
街
地
の
部
分
に
限
定
さ
れ
、

旧
府
が
周
辺
の
農
村

部
を
含
み
郡
に
な
ら
ぶ
規
模
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
新
府
域
は
い
ち
じ
る
し
く
縮
小
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
府
域
を
市
荷
地
に
限
定
す

る
の
は
当
時
の
日
本
の
市
域
の
ス
タ
イ
ル
と
い
え
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
府
に
は
地
方
区
画
の
中
で
も
っ
と
も
早
く
自
治
体
と
し
て
の
機

能
を
与
え
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
を
日
本
人
が
集
中
し
て
居
住
す
る
市
街
地
の
部
分
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。



郡
は
改
正
前
、
朝
鮮
全
土
で
三
一
七
を
数
え
た
が
、
廃
合
の
結
果
九
七
を
減
じ
て
二
二

O
と
な
っ
た
。
約
三
割
の
減
少
を
み
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
道
別
に
改
正
前
後
の
比
較
を
す
る
と
道
に
よ
っ
て
変
化
の
様
子
が
異
な
り
、
南
部
の
各
道
で
の
郡
の
合
併
、
改
変
が
目
立

ち
、
こ
れ
に
対
し
て
北
部
で
は
そ
の
変
化
が
き
わ
め
て
小
さ
い
。
い
ま
第
1
表
中
の
京
畿
道
か
ら
慶
尚
南
道
ま
で
の
七
道
を
と
る
と
旧
郡

一
一
一
二
郡
か
ら
新
郡
一
二
二
郡
へ
と
九
一
の
減
少
を
示
し
、
郡
合
併
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
南
部
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ

る(日
υ
。
こ
の
結
果
、

忠
清
南
道
で

京
畿
道
、
忠
清
北
道
、
全
羅
北
道
、
慶
尚
北
道
で
は
そ
れ
ぞ
れ
半
数
近
く
ま
で
郡
の
数
が
減
少
し
、

は
旧
郡
三
七
郡
が
半
数
以
下
の
一
四
郡
に
整
理
統
合
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
第
2
表
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
地
方
が
、
面
積
規
模
、
人
口
規

161 

第 1表 1914年区画改正に

よる府・郡数の変化

改正前 改正後

総数(府+郡) 総数(府+郡)

京畿道 38 (2十36) 22 (2+20) 

忠清北道 18 (0+ 18) 10 (0十10)

忠清南道 37 (0+37) 14 (0+14) 

全羅北道 28 (1+27) 15 (1+ 14) 

全羅南道 29 (1十28) 23 (1+22) 

慶尚北道 41 (1+40) 24 (1+23) 

慶尚南道 29 (2+27) 21 (2+19) 
4 ・ー・・・・・ーーーーー---晶 " -------------・一.一.一守一'一一一一一-一a一a一-一a一.一.ー.ー.---ー.・---・・a・ー-------------

黄海道 19 (0+ 19) 17 (0+17) I 

平安南道 19 (2+ 17) 16 (2+14) 

平安北道 21 (1+20) 20 (1+19) 

江原道 25 (0+25) 21 (0+21) 

成鏡南道 14 (1+13) 17 (1+16) 

成鏡北道 11 (1+10) 12 (1+11) 

1十 |回9仙 317)I脳 12+220)

朝鮮における1914年の行政区画改正について

模
と
も

さ
L、
郡

分
か
た
れ
て
し、

た

と

対
応
す
る
も
の
で
あ
る

う
し
て
南
部

三コ
L、
て
み
る
と

!日
郡

郡
を
あ
わ
せ
て

普生永助:朝鮮の来落前篇P.536 および

越智唯七:新旧対照全道府郡面里洞名称ー

覧による。

新
郡
一
郡
を
作
る
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
一
般
的

な
タ
イ
プ
と
な
っ
た
。

北
部
の
場
合
、
郡
数
の
変
動
は
き
わ
め
て
少
な

く
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
域
に
出
入
は
認
め
ら
れ
る
も
の

の
、
合
併
例
は
各
道
と
も
少
数
に
と
ど
ま
る
。
し

た
が
っ
て
南
部
と
は
対
照
的
に
、
旧
郡
一
郡
が
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
新
郡
一
郡
を
形
成
す
る
も
の
が
典
型

的
と
い
え
よ
う
。
最
北
部
を
し
め
る
成
鏡
南
・
北

両
道
は
逆
に
わ
ず
か
な
が
ら
郡
数
の
増
加
を
み
る

結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
、
成
鏡
北
道
の
場
合
は
、
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道別旧郡，新郡の平均規模

(面積と人口)

1 君E 1 郡
あたり面積(方里)あたり人口(人)

!日郡 1 新郡 旧郡 l 新郡 | 
京畿道 21. 9 41. 4 47，000 75，000 

忠清北道 26.7 48. 1 42，000 75，000 

忠清南道 14.2 37.5 30，000 80，000 

全羅北道 19.8 39.5 40，000 80，000 

全羅南道 31. 0 40.9 65，000 85，000 

慶尚北道 30.0 53.5 50，000 88，000 I 
慶尚南道 27.5 41. 8 60，000 88，000 

黄海道
・---一 4一-一E一 a一.一~----・ー

57.1 63.8 69，000 77，000 

平安南道 50.9 69.0 60，000 

平安北道 87.8 97.0 60，000 65，000 

江原道 68.1 81. 1 46，000 55，000 

威鏡南道 148.1 130.0 88，000 75，000 

成鏡北道 199.9 119.8 48， 000 I 46， 000 I 

(大正9年最近朝鮮事情要覧により作成，人口は

大正7年のものを用い， 1，000人単位の概数で示

した)

旧
清
津
府
域
の
う
ち
市
街
地
を
除
く
部
分
が
独
立
し
て

一
郡
〈
富
寧
郡
)
と
な
っ
た
た
め
の
増
加
で
、
他
の
郡

は
そ
の
区
域
に
一
部
変
化
が
あ
っ
た
も
の
の
、
す
べ
て

新
郡
に
そ
の
ま
ま
移
行
し
、
こ
の
改
正
時
に
お
け
る
も

っ
と
も
変
化
の
少
な
い
例
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
改
正
前
後
の
郡
数
の
変
化
を
み
る

と
、
南
部
と
北
部
と
の
聞
に
き
わ
だ
っ
た
相
違
が
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
郡
区
画
の
部
分
的
な
改
変
も
南
部
に

よ
り
多
く
、
こ
れ
も
あ
わ
せ
て
新
郡
区
画
成
立
に
あ
た

っ
て
改
変
の
度
合
は
、
南
部
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
く

大
き
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

E 

新
郡
区
画
に
つ
い
て
の
検
討

l
l規
模
、
区
間
(
境
界
)
、
郡
庁
所
在
地
、
郡
名
|
|

新
し
く
成
立
し
た
郡
に
つ
い
て
、

以
上
の
経
過
で
再
編
成
さ
れ
た
郡
区
画
に
つ
い
て
、
新
郡
の
規
模
・
区
域
(
境
界
)
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
み
よ
う
。
区
画
改
正
時

第2表の
基
準
・
方
針
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
改
正
の
過
程
で
地
方
差
が
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
か
を
検
討
し
て

み
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
簡
単
に
都
庁
所
在
地
、
郡
名
に
も
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

。
面
積
規
模
と
人
口
規
模

南
部
で
は
ほ
ぼ
四

O

各
道
ご
と
の
平
均
面
積
を
求
め
る
と
(
第
2
表)、



方
里
、
江
原
道

l
平
安
北
道
は
六

O
I
一
O
O方
里
、
成
鏡
南
、
北
両
道
は
一

O
O方
里
を
越
え
る
値
を
示
し
、
最
小
の
忠
清
南
道
(
三

七
・
五
方
里
)

は
三
倍
以
上
の
面
積
規
模
を
も
っ
た
。
こ
の
中
で
南
部
の
各
道
が

に
比
較
し
て
最
大
の
成
鏡
南
道
(
二
ニ

0
・
0
方
里
)

一
様
に
基
準
規
模
に
き
わ
め
て
近
い
平
均
規
模
を
も
っ
点
が
特
に
目
立
っ
て
い
る
。
南
部
諸
道
の
う
ち
忠
清
北
道
(
四
八
・
一
方
里
)
と

慶
尚
北
道
(
五
三
・
五
方
里
)
が
や
や
太
き
い
平
均
規
模
を
示
す
が
こ
れ
は
こ
の
両
道
が
太
白
山
脈
、
小
白
山
脈
の
山
地
を
含
む
た
め
、

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
人
口
規
模
で
は
各
道
と
も
に
基
準
よ
り
小
さ
い
債
を
示
す
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
南
部
の
各
道
で
の
新
郡
設
定
に
あ
た

っ
て
は
、
面
積
規
模
を
第
一
の
基
準
と
し
た
編
成
が
進
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
北
部
の
各
道
は
い
ず
れ
も
基
準
を
大
き
く
上
ま
わ

朝鮮における1914年の行政区画改正について

る
規
模
を
も
ペコ

と
と
な
マコ

た

山
地
部
を
多
く
メふ、
同

み

人
口

密
度
の
低
L、
北
部

あ
テコ

て
人
口
規
模
が
過

な
る
の
を
さ
け
た
も
の

で
、
南
部
と
は
逆
に
人
口
規
模
に
よ
り
重
点
を
置
い
て
新
郡
の
編
成
が
進
め
ら
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
改
正
時
で
の
郡
数
の
変
動
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
旧
郡
の
規
模
を
引
き
つ
ぐ
結
果
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
人
口
規
模
(
第
2
表
に
示
し
た
数
値
は
一
九
一
八
年
の
統
計
を
も
と
に
千
人
を
単
位
と
し
た
概
数
で
示
し
た
も
の
自
)
)
に
つ
い

て
み
る
と
、
郡
当
り
一

O
万
人
と
い
う
基
準
に
達
す
る
道
は
な
い
が
、
南
部
の
各
道
で
は
七
、
五

l
九
万
人
の
聞
で
ほ
ぼ
等
し
く
、
加
え

て
北
部
の
う
ち
黄
海
道
・
平
安
南
道
・
成
鏡
南
道
も
七
万
人
台
と
、
南
部
に
近
い
平
均
規
模
を
示
し
て
い
る
。
北
部
の
場
合
、
計
画
規
模

は
南
部
の
半
分
の
五
万
人
と
さ
れ
た
が
、
成
鏡
北
道
が
こ
れ
に
達
し
な
い
の
み
で
、
江
原
道
、
平
安
北
道
は
五
万
人
を
上
ま
わ
る
値
を
示

し
、
先
述
の
黄
海
道
ほ
か
二
道
は
南
部
に
匹
敵
す
る
規
模
と
な
っ
た
。
こ
う

L
て
各
道
の
平
均
規
模
を
と
る
と
、
南
部
、
北
部
を
通
じ
て

163 

か
な
り
均
一
的
な
数
値
が
並
ん
で
い
る
。
統
計
が
、
改
正
作
業
の
年
か
ら
五
年
後
の
も
の
で
、
こ
の
間
に
人
口
は
約
一
割
の
増
加
を
み
て

改
正
時
に
お
い
て
は
お
よ
そ
七

i
八
万
人
と
い
う
の
が
、
多
く
の
道
で
考
え
ら
れ
た
郡
の
平
均
人
口
規
模
で
あ
っ
た
と

い
る
か
ら
ハ

g
、

い
え
よ
う
。
ま
た
改
正
前
の
旧
郡
の
人
口
規
模
を
み
る
と
、
南
部
が
小
さ
く
北
部
が
大
き
い
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
南
部
に
お
い
て
統
廃
合
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の
統
計
を
も
と
に
規
模
別
に
郡
数
を
整
理
し
た
の
が
第
1
図
で
あ
る
臼
〉
。
南
部
で
は
七
万
人
台
の
も
の
が
二
七
郡
を
数
え
て
最
も
多
く
、

八
万
人
台
が
一
九
で
こ
れ
に
次
ぐ
。
両
者
あ
わ
せ
で
七

1
九
万
人
の
人
口
規
模
を
も
っ
郡
は
四
六
郡
で
、
南
郡
の
一
一
一
一
一
郡
の
四
割
近
く

が
こ
こ
に
集
中
し
、
こ
の
時
点
で
の
も
っ
と
も
平
均
的
な
規
模
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
そ
の
上
下
の
幅
を
一
万
人
広
げ
て
五

t
一
O

万
人
台
の
聞
を
と
る
と
、

八
八
郡
が
こ
れ
に
含
ま
れ
、
総
数
の
七
割
強
で
あ
っ
た
。
北
部
の
場
合
、
分
布
の
中
心
は
四

l
七
万
人
台
に
求

め
ら
れ
、
南
部
に
比
べ
て
や
や
規
模
の
小
さ
い
郡
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
六
万
人
台
の
も
の
が
一
八
郡
で
も
っ

朝鮮における1914年の行政区画改正について

でと
、も

こ多
れく
t土、
総回
数万
九人
八台
郡(
のー
約六
六郡
割、て

あ
Tこ
》っ
て
し、

る

う
L 
Tこ
し、

わ
り:
平
均
的
な
人
口
規
模
を
も
":) 

郡

対
し
て

七
万
人
台
こ
四
郡
)
が
こ
れ
に
次
い
だ
。

四
l
八
万
人
の
規
模
を
も
っ
郡
は
あ
わ
せ
て
五
八
郡

一
二
万
人
を
こ

え
る
大
規
模
な
郡
古
〉
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
り
、

一
割
強
の
比
率

南
部
で
二
四
郡
、

北
部
で
は
一
一
郡
に
達
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
割
弱
、

を
占
め
て
い
る
。
李
朝
時
代
、
行
政
機
構
上
道
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
っ
た
郡
は
、
面
積
・
人
口
と
も
に
特
に
大
き
い
規
模
を
も
つ
の
が

通
例
で
あ
っ
た
。
今
次
の
改
正
に
あ
た
っ
て
、
郡
が
分
割
さ
れ
る
例
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
大
郡
に
は
か
つ
て
の
規
模
を
も
っ

て
新
郡
の
編
成
の
中
に
く
み
こ
ま
れ
た
も
の
が
多
い
。
先
の
大
規
模
な
郡
の
多
く
は
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
図
を
み
る
と
、
区
画

再
編
成
の
結
果
と
し
て
規
模
の
均
一
化
の
傾
向
を
あ
き
ら
か
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
こ
の
均
一
化
か
ら
は
ず
れ
た
大
規

模
な
郡
の
存
在
も
一
つ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

各
道
ご
と
に
規
模
の
分
布
を
み
る
と
、
道
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
規
模
が
均
一
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
京
畿
道
、

江
原
道
が
も
っ
と
も
典
型
的
と
い
え
、
逆
に
忠
清
北
道
・
平
安
南
道
・
成
鏡
北
道
な
ど
は
特
定
規
模
に
集
中
し
な
い
例
と
い
え
よ
う
。
慶
尚
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北
、
南
両
道
の
場
合
、
平
均
値
近
く
に
郡
数
が
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
共
に
大
規
模
な
郡
も
目
立
ち
、
先
に
の
ベ
た
大
郡
が
数
多
く

分
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
原
道
を
の
ぞ
く
北
部
の
各
道
で
は
南
部
に
く
ら
べ
て
個
々
の
郡
の
規
模
が
不
均
一
な
傾
向
に
あ
る
と



由
也
同

第2図 1914年区画改正による郡域の変化

明治末~大正初 1/5万地形図， 1963年韓国 1/5万地形図，越智唯七:新旧対照朝鮮全道府郡

面里洞名称一覧 (1917年)により作成。



い
え
る
、
が
、
こ
れ
は
新
郡
の
多
く
が
旧
郡
域
を
引
き
継
い
だ
た
め
、
旧
郡
の
規
模
の
差
が
解
消
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
江
原
道
の

場
合
、
区
画
の
改
変
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
均
一
的
な
規
模
は
区
画
改

E
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
の
で
な
く
、
旧
郡
の
規
模

の
均
一
一
位
に
由
来
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

。
区
域
(
境
界
)

区
域
(
境
界
)

の
検
討
に
移
る
が
、
こ
こ
で
は
地
形
図
を
参
考
に
新
郡
、
旧
郡
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
・
境
界
に
つ
い
て

検
討
し
た
結
果
を
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
う
。
資
料
の
制
約
の
た
め
と
り
あ
え
ず
対
象
地
域
を
慶
尚
北
道
の
北
半
か
ら
忠
清
北
道
の
東
部

て
}
に
か
け
て
の
地
区
(
第
2
図
の
範
囲
)

B
W
 
つ正改箇区政y行の年4

 

h
u
u
 

弘》けお鮮朝

に
限
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
範
囲
に
お
よ
そ
新
郡
二
五
郡
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
述
ベ

た
南
部
、
北
部
の
区
分
で
い
え
ば
も
ち
ろ
ん
南
部
に
含
ま
れ
る
か
ら
、
郡
の
合
併
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
、

小
規
模
な
(
里
・
洞
単
位

の
)
境
界
の
変
更
が
目
立
つ
こ
と
な
ど
は
南
部
の
特
徴
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
飛
地
の
解
消
、
複
雑
な
境
界
の
単
純
化
な
ど
境
界

線
設
定
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
こ
の
地
域
に
限
ら
ず
他
の
地
域
に
も
あ
て
は
め
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。

第
2
図
を
使
っ
て
新
郡
、
旧
郡
の
区
域
の
対
照
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
今
、
部
分
的
な
境
界
の
変
更
を
除
外
し
て
新
郡
と
旧
郡
の
関
係
を

み
る
と
、
旧
郡
四
郡
を
あ
わ
せ
た
も
の
一
例
(
迎
日
郡
)
、
三
郡
を
あ
わ
せ
た
も
の
三
例
(
栄
州
郡
、
金
泉
郡
、
楓
山
郡
)
、
旧
郡
一
郡
が

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
新
郡
に
移
行
し
た
も
の
六
例
(
奉
化
郡
、
英
陽
郡
、
聞
慶
郡
、
善
山
郡
、
忠
州
都
、
陰
城
郡
)
と
な
る
が
、
こ
れ
に
対
し

て
旧
郡
二
郡
を
も
っ
て
新
郡
を
形
成
し
た
も
の
は
一
六
例
に
の
ぼ
っ
た

8
3
こ
う
し
て
旧
郡
二
郡
で
新
郡
一
郡
を
つ
く
る
場
合
が
多
く
、

」
れ
が
も
っ
と
も
一
般
的
な
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
細
部
で
の
境
界
の
変
更
が
随
所
に
み
ら
れ
る
反
面
、
旧
郡
域
が
両
断
さ
れ
る
と
い
う
場
合
は
少
な
く
、
旧
郡
は
そ
れ
ま
で
の
区
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域
を
ほ
ぼ
保
ち
な
が
ら
新
郡
の
一
部
に
く
み
こ
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
図
中
の
旧
郡
に
つ
い
て
、

か
り
に
二
面
以
上
の
範
囲
で
の
分

割
が
行
な
わ
れ
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、
慶
尚
北
道
の
真
宝
郡
、
順
興
郡
、
竜
宮
郡
、

忠
清
北
道
の
忠
州
郡
の
四
例
と
な
お
臼
〉
O

真
宝
郡
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の
場
合
、
郡
内
の
面
数
が
六
と
い
う
小
郡
で
あ
り
、
青
松
郡
と
合
併
す
る
際
に
そ
の
う
ち
二
面
が
北
の
英
陽
郡
に
分
割
編
入
さ
れ
た
。
四

例
の
中
で
は
旧
都
域
が
両
断
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
こ
れ
が
最
も
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
残
り
三
例
に
つ
い
て
み
る
と
、

順
興
郡

(一

O
面
中
、
三
面
)
、
竜
宮
郡
(
一
一
面
中
、
二
面
)
、
忠
州
都
合
一
三
面
中
、

五
面
v

と
も
に
郡
域
の
一
部
が
変
更
さ
れ
た
と
い
う
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
真
宝
、
竜
宮
、
忠
州
三
郡
の
分
割
は
隣
接
郡
と
の
聞
の
入
り
こ
ん
だ
境
界
線
を
解
消
し
、
そ
の
単
純
化
を
白
的
と
し

た
も
の
、
順
興
郡
の
場
合
は
東
隣
の
奉
化
郡
が
人
口
規
模
の
小
さ
い
郡
で
あ
っ
た
た
め
、
順
興
郡
が
南
の
栄
川
、
豊
基
両
郡
と
合
併
す
る

際
、
そ
の
一
部
を
分
割
し
、
奉
化
郡
に
編
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

真
宝
郡
な
ど
の
郡
域
の
分
割
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
隣
接
す
る
郡
域
が
相
互
に
入
り
込
み
複
雑
な
境
界
線
を
な
す
も
の
、
飛
地
な
ど
は

い
ず
れ
も
極
力
そ
の
簡
明
化
、
単
純
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
図
中
で
飛
地
は
四
ケ
所
(
栄
川
郡
が
二
、
永
川
郡
、
忠
州
郡
、
各
一
)
が

認
め
ら
れ
る
が
、
合
併
、
帰
属
郡
の
変
更
な
ど
の
方
法
で
す
べ
て
解
消
さ
れ
た
。
ま
た
入
り
込
み
部
分
が
極
端
に
な
り
、
事
実
上
飛
地
に

近
い
も
の
も
各
所
に
認
め
ら
れ
た
が
、
同
様
の
方
法
で
い
ず
れ
も
単
純
な
境
界
線
に
置
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
に
真
宝
郡
と
義

興
郡
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。

真
宝
郡
(
第
3
図
l
1
)
は
太
白
山
脈
の
末
端
の
西
斜
面
に
位
置
し
、
格
東
江
の
支
流
、
半
辺
川
の
最
上
流
域
を
占
め
る
山
聞
の
郡
で

あ
っ
た
。
図
に
よ
る
と
そ
の
区
域
は
西
施
川
の
上
流
か
ら
山
嶺
を
越
し
て
東
に
の
び
、
花
梅
川
の
上
流
域
、
さ
ら
に
水
系
を
異
に
す
る
亀

渓
川
最
上
流
部
に
及
ん
で
い
た

(
東
面
)
。
こ
こ
に
北
の
英
陽
郡
、

南
の
盈
徳
郡
の
郡
域
が
相
互
に
入
り
込
み
、

境
界
線
お
よ
び
郡
域
が

ま
こ
と
に
複
雑
な
状
態
で
交
錯
し
、
東
面
の
部
分
は
真
宝
郡
か
ら
み
れ
ば
事
実
上
飛
地
を
な
し
て
い
た
と
い
え
る
。
新
郡
設
定
に
あ
た
っ

て
、
こ
の
部
分
に
は
ほ
ぼ
山
嶺
に
沿
う
き
わ
め
て
簡
明
な
境
界
線
が
設
定
さ
れ
、

一
部
は
英
陽
郡
に
、

一
部
は
盈
徳
郡
に
編
入
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
真
宝
郡
の
北
に
接
し
て
西
の
安
束
郡
の
郡
域
が
四

0
0
メ
ー
ト
ル
弱
の
峠
を
こ
え
て
東
に
入
り
込
ん
で
い
た
が
、
こ
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0 1.0 2.0 3.0 4.Okm 

号勢
300m以上の山地

新都の境界

!日朝iの境界

第3図 郡境変更の例(郡名は旧郡名のみを示した)
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「地境」地名をもっ集落

平海郡(北)と寧海郡(南)の境界部に位置する。

ここは同時に江原道と慶尚北道の道境でもあった。

第4図

の
部
分
も
山
嶺
を

走
る
新
し
い
境
界
線

で
た
ち
切
ら
れ
英
陽

郡
に
編
入
さ
れ
て
い

る。
第
3
図

1
2
は
義

興
、
軍
威
、
善
山
、

漆
谷
の
各
郡
が
境
を

接
す
る
境
界
地
帯
で

あ
る
が
、
義
興
郡
は

東
の
南
川
流
域
か
ら

約
四

0
0
メ
ー
ト
ル

の
峠
を
こ
え
て
社
倉

川
上
流
部
に
そ
の
区

域
を
の
ば
し
、
こ
こ

に
も
極
端
な
入
り
こ

み
部
分
が
み
ら
れ
る



(
缶
西
面
)
。
こ
の
場
合
は
、
義
興
郡
と
寧
威
郡
が
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
入
り
込
み
部
分
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
各
所
の
飛
地
、
入
り
込
み
部
分
は
、
新
し
い
境
界
線
の
設
定
、
あ
る
い
は
合
併
な
ど
に
よ
っ
て
い
ず
れ
も
解
消
さ
れ
た
。

そ
れ
は
機
械
的
と
も
い
え
る
や
り
方
で
あ
る
。
こ
う
し
て
複
雑
な
境
界
を
も
っ
た
旧
郡
域
は
、
き
わ
め
て
単
純
化
、
簡
明
化
さ
れ
た
新
郡

域
に
組
み
込
ま
れ
、
再
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
田
郡
の
境
界
付
近
に
位
置
す
る
集
落
の
中
に
、

「
地
境
」
の
地
名
を
も
つ
も
の
が
随
所

(第
4
図

au)。
郡
境
に
由
来
す
る
集
落
名
で
あ
る
が
、
新
郡
設
定
に
よ
っ
て
境
界
の
変
更
が
行
な
わ
れ
た
場
合
い
わ
ば
か

朝鮮における1914年の行政区画改正について

に
分
布
す
る

つ
て
の
郡
墳
の
位
置
を
記
憶
さ
せ
る
も
の
と
し
て
後
に
残
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

。
郡
庁
所
在
地
、
郡
名

新
郡
設
定
に
あ
た
っ
て
郡
庁
な
ど
の
施
設
は
な
る
べ
く
旧
来
の
も
の
を
使
用
す
る
方
針
で
あ
っ
た
か
ら
、
新
郡

庁
所
在
地
も
当
初
は
ほ
と
ん
ど
旧
来
の
地
を
踏
襲
し
て
い
る
。
旧
郡
二
郡
以
上
が
合
併
し
た
場
合
は
、
旧
郡
の
い
ず
れ
か
、
よ
り
規
模
の

大
き
い
郡
に
郡
庁
が
置
か
れ
る
場
合
が
通
例
で
あ
っ
た
白
)
。

前
項
で
対
象
と
し
た
範
囲
で
、

新
郡
設
定
時
に
新
た
な
位
置
に
郡
庁
を
移

し
た
例
を
み
る
と
、
奉
化
郡
(
及
城
)
、
迎
日
郡
(
浦
項
)
、
金
泉
郡
(
金
泉
)

の
三
郡
が
あ
る
。
奉
化
郡
の
場
合
は
、
ほ
ぼ
郡
の
中
央
の

春
陽
か
ら
郡
の
西
端
に
近
い
及
城
に
移
っ
た
の
で
あ
る
が
、
栄
川
、
安
東
方
面
へ
の
交
通
条
件
の
よ
い
場
所
が
え
ら
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
迎
日
郡
は
旧
郡
四
郡
が
、
金
泉
郡
は
三
郡
が
合
併
し
た
例
で
あ
る
が
、
郡
庁
は
い
ず
れ
の
旧
郡
中
心
地
(
邑
)

に
も
置
か
れ
ず
、
浦

項
と
金
泉
が
そ
の
所
在
地
と
な
っ
た
。
両
者
と
も
交
通
条
件
の
よ
い
、
当
時
と
し
て
は
新
興
の
市
街
地
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
付
言
す
る
と
、
李
朝
末
、
地
方
行
政
改
革
が
試
み
ら
れ
た
際
に
も
、
郡
中
心
が
移
動
す
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
区
域
で
は

奉
化
郡
と
沃
川
郡
に
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
奉
化
郡
の
場
合
、
短
期
間
の
う
ち
に
郡
庁
所
在
地
が
二
度
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
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あ
る
。
李
朝
時
代
の
邑
は
、
外
冠
に
対
す
る
防
禦
を
目
的
と
し
て
位
置
が
決
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
中
に
は
周
囲
に
耕
地
、
集
落
を
み

な
い
孤
立
し
た
位
置
に
立
地
す
る
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
位
置
は
近
代
制
度
の
も
と
で
の
行
政
中
心
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
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通例によらない新郡名

| 新郡 | !日 郡

富川i郡 富平郡，仁川府 官庁里

A 洪城郡 洪州都，結城郡 決州

延白郡 延安郡，白川郡 延安

大田郡 懐徳郡，鎮等郡 大田

論山郡 恩津郡，連山郡，魯城郡 論山

B 
和j順郡 同福郡，綾州、|郡 和順

高興郡 興陽郡，突山郡 高興

金泉郡 金山郡，知礼郡，関寧郡 金泉

統営郡 竜南郡，巨済君E 統営

c j吋開平沢郡水原郡 l平沢
牙山郡温陽郡，矛山郡，新昌郡 混陽

迎日郡延日郡，清河郡，興海郡，長者郡 浦項

D 栄州郡 栄川郡，順興郡，登基郡

平原郡 順安郡，粛川郡，永柔郡

A:合併した旧府郡名を折衷したもの

B:新らしい郡庁所在地名を郡名としたもの

c:合併した旧郡のうち，郡庁が所在しない郡名をとった
もの

D:その他〈迎臼郡については延日郡の「延」を同音の

「迎」に変えた)

(越智喰七:新旧対照全道府郡商星洞名称一覧による)

な
い
場
合
が
多
く
、
お
り
か
ら
勃
興
を
は

じ
め
た
新
興
市
街
地
や
、
交
通
条
件
の
よ

い
位
置
を
え
ら
ん
で
郡
中
心
が
移
動
し
た

の
で
あ
る
£
〉
O

こ
う
し
た
理
由
で
郡
中

第3表

心
が
移
動
し
た
例
は
、
李
朝
末
に
も
、
日

本
統
治
時
代
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。

新
都
の
郡
名
は
、
旧
郡
が
そ
の
ま
ま
新

郡
に
移
行
し
た
場
合
は
旧
郡
名
を
、
合
併

し
た
場
合
は
郡
庁
所
在
地
の
旧
郡
名
を
採

る
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
一
般
的
で
、
大

部
分
の
郡
は
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。

第
3
表
に
示
し
た
一
四
例
は
い
わ
ば
こ
の

中
で
は
、
郡
庁
が
旧
郡
巴
以
外
の
地
に
置
か
れ
た
場
合
、
そ
の
所
在
地
名
を
採
用
し
た
も
の
が
六
例
で
も
っ
と
も
多
い
。
こ
う
し
た
例
外

通
例
か
ら
は
ず
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

的
な
郡
名
、
が
決
定
さ
れ
る
に
は
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
知
る
十
分
な
資
料
を
持
た
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
簡

単
に
例
示
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

直

日
本
統
治
下
の
郡



。
行
政
機
関
と
し
て
の
郡

日
本
統
治
下
の
朝
鮮
に
お
け
る
地
方
制
度
は
、

一
九
一
四
年
四
月
、
区
画
改
正
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
府
制

を
は
じ
め
と
し
て
、
島
制
、
面
制
が
順
次
施
行
さ
れ
、
途
中
、
コ
了
一
運
動
後
の
改
正
な
ど
を
へ
て
一
九
三
一

(
昭
和
六
)
年
の
府
制
、

邑
面
制
お
よ
び
二
年
後
の
一
九
三
三
(
昭
和
八
)
年
の
道
制
の
施
行
を
も
っ
て
最
終
的
な
確
立
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
こ
う
し
て
、
地
方

行
政
組
織
と
し
て
道
|
府
・
郡
・
島

l
巴
・
面
と
い
う
系
列
が
出
来
あ
が
り
、
道
、
府
、
巴
、
面
は
自
治
体
と
し
て
の
機
能
を
あ
わ
せ
も

つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
地
方
行
政
の
系
列
、
府
・
県
l
市
・
郡
|
町
・
村
、

お
よ
び
自
治
体
と
し
て
の
府
、
県
、

朝鮮における1914年の行政区画改正について

市
、
町
・
村
に
く
ら
べ
あ
わ
せ
る
と
、
こ
こ
に
型
式
上
き
わ
め
て
近
似
し
た
機
構
が
出
来
上
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
郡
に
つ
い
て
は
、

日
本

の
場
合
、
大
正
一

O
年
の
郡
制
廃
止
以
降
は
自
治
体
と
し
て
の
機
能
を
失
な
っ
た
か
ら
、
と
も
に
自
治
体
の
系
列
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
点

も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
、
府
・
県
と
町
・
村
が
行
政
体
・
自
治
体
と
し
て
確
立
し
て
ゆ
く
過
程
で
そ
の
中
間
に
位
置
す

る
郡
は
、
そ
の
存
在
意
義
を
次
第
に
薄
く
し
て
ゆ
く
の
に
対
し
、
朝
鮮
の
郡
は
行
政
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
ち
つ
づ
け
た
点
に
い

ち
じ
る
し
い
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
行
政
事
務
の
中
で
日
本
の
郡
と
も
っ
と
も
異
な
る
も
の
に
、
普
通
学
校
の
運
営
が
あ
げ
ら
れ
る
自
活

普
通
学
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
別
に
学
校
費
令
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
①
設
立
区
域
を
決
め
る
こ
と
、
②
設
立
・
維

持
の
た
め
の
費
用
を
定
め
る
こ
と
、
@
そ
の
費
用
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
、
④
学
校
評
議
会
員
の
任
命
(
の
ち
選
挙
に
変
更
)
、

な
ど
学
校
運
営
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
権
限
が
郡
守
の
管
掌
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
統
治
時
代
を
通
じ
て
変
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
ま
た
邑
面
制
以
前
、

郡
が
面
に
対
し
て
持
っ
て
い
た
権
限
と
し
て
、

①
普
通
面
〈

g
の
諮
問
機
関
で
あ
る
協
議
会
員
の
任

免
、
@
面
吏
員
の
任
免
・
懲
戒
、
@
面
吏
員
の
給
与
、
名
誉
職
費
用
弁
償
額
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
面
は
独
立
し
た
行
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政
機
関
と
は
い
う
も
の
の
、
事
実
上
郡
行
政
の
末
端
事
務
を
担
当
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
邑
面
制
に

お
い
て
は
法
制
上
の
整
備
と
と
も
に
、
邑
・
面
に
属
す
る
権
限
も
、
以
前
に
比
べ
れ
ば
強
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
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郡
守
(
島
司
)
が
邑
・
面
に
対
す
る
第
一
次
の
監
督
者
で
あ
り
、
監
督
上
必
要
な
命
令
、
処
分
を
行
な
う
、
と
一
般
的
に
規
定
さ
れ
、
さ

ら
に
邑
・
面
吏
員
に
対
す
る
懲
戒
、
邑
会
・
面
協
議
会
の
停
会
な
ど
の
権
限
も
郡
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
巴
長
が
邑
会
の
議
決

を
再
議
に
付
す
場
合
、
選
挙
の
や
り
な
お
し
を
行
な
う
場
合
、
面
協
議
会
が
不
成
立
で
面
長
が
専
決
処
分
を
す
る
場
合
、

い
ず
れ
も
郡
の

「
指
揮
」
を
受
け
て
執
行
す
る
こ
と
、

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
面
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
郡
に
い
ち
じ
る
し
く
比
重
を
置
こ
う
と

す
る
行
政
機
構
上
の
特
色
が
こ
こ
に
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
宕
〉
O

郡
が
自
治
体
の
機
能
を
も
た
ず
行
政
体
と
し
て
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
グ
道
、
府
、
面
と
い
う
自
治
体
の
系
列
の
中

聞
に
郡
を
純
粋
の
行
政
機
関
と
し
て
入
れ
る
こ
と
が
統
治
の
形
態
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
d

と
説
明
で
き
よ
う

a〉O
ま
た
日
本
の
府
・

県
と
道
を
比
較
し
た
場
合
、
道
の
管
轄
範
囲
は
は
る
か
に
大
き
く
、
道
と
末
端
と
の
聞
に
中
間
段
階
と
し
て
郡
が
必
要
と
さ
れ
た
、
と
も

説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
郡
が
機
構
上
重
要
な
地
位
に
置
か
れ
た
基
底
に
、
李
朝
時
代
の
郡
を
地
方
行

政
の
末
端
と
す
る
統
治
の
型
式
、
お
よ
び
在
地
勢
力
を
中
核
と
す
る
郡
の
統
一
性
と
い
っ
た
、
本
稿
の
は
じ
め
に
述
べ
た
要
因
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
そ
れ
が
弛
緩
し
、
解
体
す
る
前
に
、
あ
ら
た
め
て
再
編
成
し
、
統
治
機
構
の
中
へ
有
効
に
組
み
入
れ
、
か

つ
利
用
し
た
と
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

0

新
郡
、
旧
郡
の
地
方
単
位
と
し
て
の
意
味

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
郡
の
地
方
単
位
と
し
て
の
意
味
を
考
え
る
参
考
と
し
て
、
鈴
木
栄

太
郎
の
郡
に
関
す
る
研
究
に
簡
単
に
ふ
れ
て
み
た
い

av
鈴
木
は
朝
鮮
の
村
落
社
会
、
そ
の
構
造
を
考
え
る
場
合
に
、
い
わ
ゆ
る
グ
自
然

村
d

の
社
会
的
統
一
の
ほ
か
に
郡
に
顕
著
な
統
一
一
位
の
み
ら
れ
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
あ
げ
、
そ
の
朝
鮮
村
落
に
関
す
る
研
究
の
中
に
は

郡
に
ふ
れ
た
個
所
が
多
い
。
た
だ
、
彼
の
研
究
で
「
郡
の
社
会
的
統
こ
を
い
う
場
合
、
直
接
的
に
は
儒
教
に
関
係
す
る
社
会
組
織
を
扱

っ
て
い
る
た
め
、
必
然
的
に
旧
郡
に
関
す
る
事
柄
が
多
く
、
そ
れ
は
同
時
に
典
型
的
に
は
李
朝
時
代
の
郡
の
統
一
性
を
示
す
も
の
と
な
っ



て
い
る
。
こ
こ
で
一
九
四
三
年
に
お
け
る
調
査
の
報
告
か
ら
郡
に
つ
い
て
の
研
究
を
要
約
し
て
み
る
と
、

① 

調
査
時
に
は
、
地
方
の
文
廟
は
ま
だ
維
持
さ
れ
、
文
廟
(
郷
校
)
財
産

i
土
地
ー
に
よ
る
収
益
で
運
営
さ
れ
て
い
た

(80

① 

の
社
会
的
統
一
は
こ
の
文
廟
を
核
と
す
る
儒
林
の
社
会
的
結
束
の
中
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
。

郡
(
旧
郡
)

@ 

旧
郡
が
一
部
分
割
さ
れ
た
場
合
も
、
組
織
は
旧
郡
を
単
位
と
し
て
維
持
さ
れ

文
廟
は
郡
合
併
後
も
旧
郡
に
一
ケ
所
が
維
持
さ
れ
、

Tこ。

朝鮮における1914年の行政区画改正について

な
ど
の
諸
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
儒
教
に
関
係
す
る
諸
施
設
を
核
に
、
そ
こ
に
成
立
す
る
社
会
集
団
の
存
在
に
よ
っ
て
旧

郡
の
統
一
一
伎
を
み
、
か
っ
そ
れ
が
調
査
時
点
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
調
査
報
告
の
中
で
も
、
儒
教
に
関
係
す
る
組
織
・
行
事
・
慣
習
な
ど
、
す
で
に
過
去
の
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

全
体
と
し
て
い
ち
じ
る
し
く
衰
退
・
消
滅
の
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
鈴
木
自
身
も
旧
郡
の
統
一
性
を
強
調

し
つ
つ
、
同
時
に
、

「
文
廟
が
新
郡
に
あ
わ
せ
て
一
ケ
所
に
整
理
さ
れ
れ
ば
旧
郡
の
社
会
的
統
一
性
は
急
速
に
弱
ま
る
」
と
も
述
べ
て
い

る
。
事
実
す
で
に
文
廟
に
関
係
す
る
事
業
活
動
は
、
郡
(
新
郡
)
庁
が
指
揮
、
監
督
す
る
よ
う
に
な
り
、

か
つ
て
は
地
方
儒
林
の
自
治
に

ま
か
さ
れ
て
い
た
郷
校
財
産
は
郡
守
が
管
理
し
、
そ
れ
に
関
係
す
る
事
務
は
郡
庁
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
旧
郡
の
社
会
的

統
一
の
基
本
で
あ
っ
た
文
廟
、
郷
校
財
産
の
管
理
、
運
営
が
新
郡
に
移
行
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
統
一
性
の
弛
緩
が
指
摘
で
き
る
と
と
も

に
新
郡
を
単
位
と
す
る
再
編
成
の
方
向
へ
向
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

新
郡
に
関
し
て
は
、
多
数
の
「
官
設
的
集
団
」
の
集
積
、
そ
れ
に
伴
な
う
郡
を
単
位
と
し
た
社
会
関
係
の
増
大
、
な
ど
を
強
調
し
つ
つ

175 

も
、
ご
く
一
般
的
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
新
郡
に
つ
い
て
そ
の
統
一
性
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
質
の
変
化
に
応
じ
て
新
た
な
別

の
指
標
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
も
具
体
的
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
一
つ
、
農
会
、
金
融
組
合
、
産
業
組
合
な
ど
の
組
織
に
つ
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い
て
の
報
告
を
み
る
と
、
農
会
は
日
本
が
町
村
農
会
を
組
織
の
末
端
と
し
た
の
に
対
し
、
朝
鮮
で
は
郡
農
会
が
末
端
で
面
以
下
を
単
位
と

す
る
組
織
は
な
く
、

「
面
農
会
の
設
立
の
問
題
は
緊
迫
し
た
問
題
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
金
融
組
合
、
産
業
組
合

も
、
郡
あ
る
い
は
数
面
を
単
位
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
日
本
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
組
織
が
町
村
を
そ
の
末
端
と
す
る
場
合
が
き

わ
め
て
一
般
的
で
あ
る
の
に
く
ら
べ
る
と
、
組
織
が
面
以
下
に
及
ば
な
い
点
は
大
き
な
特
徴
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
現
象
が
一
般
的
で

あ
っ
た
と
す
る
と
、
各
種
の
組
織
、
団
体
の
末
端
が
郡
に
集
積
す
る
こ
と
と
な
り
、

い
わ
ば
新
し
い
社
会
的
統
一
を
示
す
一
つ
の
指
標
と

な
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
が
先
に
の
ベ
た
行
政
機
能
の
郡
へ
の
集
中
と
対
応
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

結

び

日
本
統
治
時
代
初
期
に
お
け
る
地
方
区
画
の
改
正
は
、
統
治
す
る
側
か
ら
の
必
然
的
な
要
請
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
区

面
改
正
の
内
容
を
、
規
模
の
変
化
H
合
併
と
、
境
界
の
明
確
化
の
二
点
に
分
け
る
と
、
前
者
は
行
政
機
関
の
整
備
と
、
後
者
は
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
行
な
わ
れ
た
土
地
調
査
事
業
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
郡
に
つ
い
て
は
、
改
正
作
業
の
途
中
で
計
画
規
模
が
変
更
さ
れ
た
た

め
、
北
部
の
場
合
、
規
模
の
変
化
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、
南
部
で
は
双
方
の
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
規
模
・
境
界
線
の

設
定
な
ど
に
は
極
度
に
、
と
い
え
る
ほ
ど
計
画
基
準
に
忠
実
な
部
分
が
認
め
ら
れ
、
そ
こ
に
「
強
行
さ
れ
た
」
あ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
境
界
線
に
つ
い
て
は
、
山
嶺
に
合
わ
な
い
部
分
、
河
川
に
合
わ
な
い
部
分
、
飛
地
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
か
ら
「
歴
史
」
を
読
る

と
る
こ
と
も
可
能
な
練
も
、
区
画
改
正
に
よ
っ
て
そ
の
大
部
分
は
消
滅
し
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
の
統
治
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
場
が

提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

郡
の
地
方
単
位
と
し
て
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
将
来
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
た
し
か
に
鈴
木
栄
太
郎
の
い
う
よ
う



に
、
日
本
の
村
落
社
会
と
の
格
好
の
比
較
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
朝
鮮
に
お
け
る
郡
と
近
い
存
在
と
し
て
中
国

の
県
が
あ
げ
ら
れ
る
が
(
む
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
、
多
方
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

注

朝鮮における1914年の行政区画改正について

(
1
)

一
八
九
五
年
の
地
方
制
度
の
改
革
。
普
通
、
甲
午
の
改
革
と
呼
ん
で
い
る
。
翌
九
六
年
に
か
け
て
、
郡
の
合
併
、
郡
の
新
設
等
の
変
化
も
一
部

で
み
ら
れ
た
。
麻
生
武
亀
、
中
央
及
地
方
制
度
史
『
朝
鮮
史
特
別
講
座
』
所
収
。

(
2
)

た
と
え
ば
、
四
方
博
、
朝
鮮
に
お
け
る
近
代
資
本
主
義
の
成
立
過
程
(
京
城
大
学
法
文
学
部
『
朝
鮮
社
会
経
済
史
研
究
』
一
九
三
一
一
所
収
)

に
は
、
併
合
直
前
、
度
支
部
の
調
査
報
告
書
「
土
地
調
査
参
考
書
」
や
土
地
買
占
め
を
行
な
っ
た
日
本
人
の
談
話
を
引
用
し
、
境
界
が
不
明
確
で

あ
る
こ
と
、
近
代
的
所
有
権
が
未
確
立
で
あ
っ
た
事
情
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
区
画
改
正
前
の
地
形
図
に
は
面
境
界
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
に
わ
か
に
決
定
で
き
な
い
部
分
、
不
明
の
部
分
が
多
か
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(
3
)

朝
鮮
総
督
府
、
施
政
三
十
年
史
、
一
九
四

O
八
ペ
ー
ジ
。

(
4
)

独
立
後
の
韓
国
の
地
方
制
度
に
つ
い
て
は
、
出
E
B
m
p
ω
・
2ι
呂田

5
p
ロ・

ζ
・
¥
H，
Z
ω
R
E
n
g
s
o
h
F
o
g
-
の
o
S
E
E
g
g
-
H
F
H
0
1

E
m
v
o
E
H
r担
当
ロ
ユ
仏
国
匝

mZ0・
5
2
の
韓
国
の
項
。
ま
た
、
郡
、
面
の
機
構
、
運
営
に
つ
い
て
は
、
梁
会
水
、
韓
国
司
村
落
構
造
ソ
ウ

ル
一
九
六
七
を
参
照
。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
地
方
制
度
、
地
方
区
画
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
駒
井
正
一
、
行
政
区
域
再
編
成
の
試

み
と
社
会
主
義
的
行
政
区
域
に
つ
い
て
信
州
大
学
教
養
部
紀
要
人
文
科
学
第
七
号
一
九
七
三
に
く
わ
し
い
。

(
5
)

李
朝
時
代
、
郡
の
ほ
か
、
郡
と
同
レ
ベ
ル
の
も
の
に
府
・
大
都
護
府
・
牧
・
都
護
府
・
県
が
あ
っ
た
。
甲
午
の
改
革
で
府
と
郡
に
名
称
が
整
理

さ
れ
る
。
本
稿
で
「
李
朝
時
代
の
郡
」
と
い
う
場
合
、
通
例
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
を
す
べ
て
含
む
総
称
と
し
て
用
い
る
。

(
6
)

朝
鮮
史
大
系
近
世
史
一
九
二
七
、
普
生
永
助
、
朝
鮮
の
衆
落
前
編
(
朝
鮮
総
督
府
調
査
資
料
第
三
八
輯
)
一
九
三
三
、
大
内
武
次
、

李
朝
末
の
農
村
京
城
大
学
法
文
学
部
『
朝
鮮
社
会
経
済
史
研
究
』
所
収
一
九
三
二
お
よ
び
鈴
木
栄
太
郎
、
朝
鮮
農
村
社
会
の
研
究

『
鈴
木
栄
太
郎
著
作
集
』
第
五
巻
未
来
社
一
九
七
三
な
ど
を
参
照
。

177 
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(
7
〉

注

(
5
)
で
の
ベ
た
郡
レ
ベ
ル
の
行
政
府
の
長
官
の
総
称
。

(
8
)

規
模
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
善
生
、
注

(
6
)
前
掲
書
五
三
四

1
五
三
五
ペ
ー
ジ
。
区
域
、
境
界
設
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
和
田
一

郎
、
朝
鮮
土
地
地
税
制
度
調
査
報
告
書
一
九
二

O

八
五

0
1八
五
一
ペ
ー
ジ
。

(
9
)

善
生
、
注

(
6
)
前
掲
書
に
道
庁
役
人
と
し
て
区
画
改
正
作
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
の
談
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
(
注

(
8
)
と
同
一
個

所
)

(
叩
)
改
正
の
翌
年
、
一
九
一
五
年
の
島
制
施
行
に
よ
り
、
欝
陵
島
、
済
州
島
に
こ
れ
が
適
用
さ
れ
、
郡
数
は
二
を
減
じ
て
一
一
一
八
と
な
っ
た
。

(
孔
)
本
稿
で
南
部
と
北
部
に
区
分
す
る
場
合
、
南
部
は
こ
こ
に
述
べ
た
京
畿
道
か
ら
慶
尚
南
道
ま
で
の
七
道
を
、
北
部
は
黄
海
道
か
ら
威
鏡
北
道
ま

で
の
六
道
を
指
す
も
の
と
す
る
。

(
ロ
)
朝
鮮
総
督
府
、
大
正
九
年
最
近
朝
鮮
事
情
要
覧
に
よ
る
。

(
日
)
改
正
作
業
の
行
な
わ
れ
た
一
九
一
三
年
末
の
人
口
は
一
五
、
四
五
八
、
八
六
一
二
、
一
九
一
八
年
の
人
口
は
一
七
、

O
五
七
、

O
三
三
人
で
、
こ

の
間
の
増
加
率
は
一

0
・
三
%
と
な
る
。

(
日
比
)
一
九
二
五
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
。
善
生
、
注

(
6
)
前
掲
書
、
八
九
三

t
九
O
六
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
も
の
を
利
用
し
た
。

(
日
)
改
正
時
か
ら
人
口
が
約
二
割
増
加
し
て
い
る
の
柄
、
、
こ
れ
ら
の
郡
は
改
正
時
に
お
い
て
「
基
準
の
一

O
万
人
を
越
え
る
規
模
を
も
っ
て
い
た

郡
」
と
い
い
な
お
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
珂
)
図
中
に
郡
名
を
示
し
た
も
の
に
つ
い
て
例
数
を
だ
し
た
。
図
に
全
域
が
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
越
智
唯
七
、
新
旧
対
照
全
道
府

郡
面
旦
洞
名
称
一
覧
(
一
九
一
七
)
に
よ
っ
て
補
な
っ
た
。

(
げ
)
旧
忠
州
都
と
清
風
郡
の
区
域
、
お
よ
び
そ
の
境
界
に
つ
い
て
、
地
形
図
と
越
智
、
注
(
凶
)
前
掲
書
の
聞
に
相
違
が
あ
る
。
さ
ら
に
確
か
め
る

資
料
を
も
た
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
一
応
、
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
越
智
に
依
る
こ
と
と
し
た
。
第
2
図
に
示
さ
れ
た
区
域
、
境
界
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

(
臼
)
単
に
「
地
境
」
と
称
す
る
ほ
か
、
「
地
境
洞
」
、
「
地
境
里
」
、
「
地
境
所
」
な
ど
の
名
称
を
も
つ
も
の
が
多
い
。

(
四
)
特
殊
な
も
の
と
し
て
、
旧
府
域
か
ら
分
れ
て
一
郡
と
な
っ
た
も
の
の
中
に
は
、
郡
庁
を
自
郡
内
に
置
か
ず
、
か
つ
て
の
中
心
地
で
あ
る
府
に
置

く
場
合
が
あ
っ
た
。

(
却
)
李
朝
時
代
の
邑
に
つ
い
て
、
お
よ
び
そ
の
近
代
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
李
務
錫
、
旧
邑
緊
落
州
関
社
研
究
|
|
京
畿
道
合
中
心
。
王

大



朝鮮における1914年の行政区画改正について

韓
地
理
学
会
「
地
理
学
」
第
三
巻
一
九
六
八
を
参
照
し
た
。

(
幻
)
日
本
統
治
時
代
の
小
学
校
は
、
日
本
人
を
対
象
と
す
る
小
学
校
と
朝
鮮
人
を
対
象
と
す
る
普
通
学
校
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

(
辺
)
一
九
一
一
一
一
年
の
邑
面
制
施
行
ま
で
の
面
に
は
、
普
通
面
と
朝
鮮
総
督
が
指
定
す
る
指
定
面
の
区
別
が
あ
っ
た
。
邑
面
制
施
行
に
よ
っ
て
指
定
面

は
邑
に
移
行
し
た
。

(
幻
)
各
時
期
の
制
令
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
善
生
、
注

(
6
)
前
掲
書
五
四
六

1
五
八
三
ペ
ー
ジ
。

(
川
崎
)
渡
辺
学
、
朝
鮮
近
代
史
。

(
お
)
鈴
木
栄
太
郎
、
注

(
6
)
前
掲
書
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
で
、
「
朝
鮮
の
農
村
」
、
「
朝
鮮
の
農
村
社
会
集
団
に
つ
い
て
」
、
「
朝
鮮
農
村
社
会
踏
査

記
」
(
い
ず
れ
も
一
九
四
三
年
)
に
報
告
さ
れ
て
い
る
内
容
に
依
っ
た
。

(
お
)
祭
配
の
た
め
の
文
廟
、
教
育
機
関
と
し
て
の
郷
校
は
と
も
に
儒
教
に
関
係
す
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
施
設
で
あ
る
。
李
朝
時
代
の
邑
に
お
い
て

は
、
行
政
関
係
の
官
街
と
並
ん
で
そ
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
。
李
朝
時
代
の
邑
の
復
元
に
つ
い
て
は
、
李
、
注
(
却
)
品
別
掲
論
文
を
参
照
。

(
幻
)
旗
因
説
、
中
国
村
落
と
共
同
体
理
論
一
九
七
三
岩
波
書
広
君

E
s
q
-
H・
回
・
悶
-
H
O
E
-
Z〉
U

〉

Hmp
〉【

E
5
2可
胆
片
山
。

p
g
ι

Z
S
F
Dロ
回
E
E
Fロ
聞
な
ど
は
、
中
国
の
県
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
が
多
い
。

(
付
記
)
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
名
城
大
学
樋
口
節
夫
助
教
授
、
名
古
屋
大
学
石
原
潤
助
教
授
に
は
種
々
の
ご
教
示
、
資
料
閲
覧
の
便
宜
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
ο
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